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概要：先に筆者は写真共有サイトに投稿された膨大な写真群をもとに，観光地内各地点における見所度

合いを可視化した「観光ポテンシャルマップ」を半自動的に作成できる可能性を示した．だが，そのデ

ータ源となる写真群の中には，自宅でのプライベートな写真など，観光ポテンシャルを評価するうえで

不適切な写真が１割程度含まれていることがわかった．そこで本論文では，写真に付加された様々な属

性データを利用し，データ源として不適切な写真を自動選別するための手法を検討する．この手法を適

用していくことによって，観光ポテンシャルマップの信頼性向上が期待できる． 
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１． はじめに 
 旅行者は多くの場合，旅先の興味を持った場所

で写真撮影を行う．したがって，不特定多数の旅

行者の写真撮影箇所データを集約していけば，観

光地の中でどこが旅行者に訴求できる場所かを見

出すことができる．すでに Web 上には膨大な数の

旅行写真が蓄積されており，これを活用すればき

わめて低コストに観光地の空間的評価を行えよう

[1]．実際に筆者はオンライン写真共有サイトFlickr
（http://www.flickr.com）に投稿された写真データ

から，観光地における人気写真撮影箇所をヒート

マップ（カーネル密度図）として可視化し，これ

を旅行者の案内に利用することを提案した[2]．こ

のようにしてつくられた「観光ポテンシャルマッ

プ」は，観光地内の定番の観光スポットだけでな

く，隠れた見所や旅行者の行き交う動線，そして

それらの人気度を浮き彫りにし，従来のガイドマ

ップにはない価値を感じさせるものとなった（図

1）．また長尾ら[3]は写真共有サイト Panoramio
（http://www.panoramio.com/）のデータからヒート

マップ作成を行い，さらに「多数の撮影者が写真

撮影した箇所」と「少数の撮影者が集中して写真

撮影している箇所」とを描き分けることで，一般

向けの見所と専門性の高い見所を可視化できる可

能性を示した．これらのように，膨大な写真デー

タを巧みに利用することで，実世界の何に人々の

関心が向けられているかを用意に評定していくこ

とができる．このことは，検索エンジンの登場後，

膨大な Web ページを解析することにより「いま世

界で何が注目されているか」を評価できるように

なったことと通じるものがある [4]． 
 だがここで問題となるのは，データ源の質であ

る．写真共有サイトの写真中には「公開」と設定

がなされていても，自宅で撮影した私的な写真な

どが少なからず含まれている．これをもとに観光

ポテンシャルマップを作成すれば，特定の個人宅

が「ポテンシャルの高い場所」として誤表示され

てしまう恐れがある．この問題に対し Kurata [2]
は，撮影者の居住地データを参照し，地元在住者

が投稿した写真を排除することで，旅行者が投稿

したと思われる写真を選別しようと試みた．また，

Giradin [1]は，同一投稿者における同一地域での写

真撮影期間が 30 日以内のものを旅行者，それ以外

を居住者として判別した．しかし，これらの選別

手法が本当に効果的であるかは，いまだ実証され

ていない．  
 そこで本論文では， Flickr から得た写真群から

観光情報源として用いるには不適切な写真を自動

選別し排除する手法について検討する．この手法

を適用することにより，観光ポテンシャルマップ

の信頼性を向上させることができる．なお，現段

階では画像認識的手法を利用せず，写真に与えら



れたさまざまなメタデータを活用することでフィ

ルタリングを実現していく． 
 本論文の構成は以下の通りである．まず 2 章で

はサンプル写真の抽出について述べ，3 章ではこ

れらの写真が旅行情報源として不適切か否かを人

の手で評価する．4 章では不適切な写真の属性デ

ータと利用可能な写真のそれとを比較し，それを

もとに 5 章で 8 種類のフィルタを提案する．6 章

ではこれらのフィルタをサンプル写真に適用し評

価する．最後に 7 章で結論および今後の展望につ

いて述べる． 
 

 
図 1. 京都における観光ポテンシャルマップの例 

 
２． サンプル写真の抽出 
 Flickr API を利用し，2012 年 9 月 1 日から 30 日

の間に，札幌・仙台・横浜・京都・名古屋・大阪・

神戸・広島・福岡の各都市中心部（市役所所在地

から半径 5km 圏）で写真を撮影した利用者が，同

じ日に撮影した写真をすべて抽出した．東京を含

めなかったのは，中心部と言える場所が複数かつ

広域に分散しているためである．なお，ここで抽

出される写真は Privacy Filter をかかっていないも

の（すなわち web 上で一般公開された状態の写真）

に限った．  
 抽出された写真は全部で 13,534 枚であった．内

訳は札幌 879 枚，仙台 227 枚，横浜 2,342 枚，京

都 3,241 枚，大阪 3007 枚，神戸 588 枚，広島 655
枚，福岡 1,357 枚である．また，写真投稿者数は

合計で 507 人，一人あたりの投稿枚数は平均 26.6
枚で，最大は 1107 枚であった．  
 
３． 人力による写真の判別 
 次に，抽出したサンプル写真が旅行情報源とし

て不適切か否かを人力により評価した．当初，我々

は個々のサンプル写真が「旅行中に撮影されたも

のか否か」を判別しようと試みたが，すぐにその

難しさに気づかされた．たとえば食事風景の写真

について，それが旅行中のものか日常のものかを

判別するのは，前後の写真から文脈的に判断でき

る場合も稀にあるが，おおむね不可能であった．

そこで「ある地域において一般の人々がアクセス

できる空間を撮影したものであれば，旅行先とし

てその地域を知るうえで何らかの手がかりとなる

可能性がある」と考えをあらため，①私的性の高

い空間（たとえば自宅や職場，ホテルの室内）に

おける写真や，②実空間との関連性に乏しい写真

（たとえばテレビや PC の画面写真，イラスト）

を「不要写真」として除外することにした（図２）．

この結果，以下の写真は「不要写真ではない」と

判別されることとなった（図３）． 
・観光中の旅行者を映した写真 
・風景写真（対象は観光資源に限らない） 
・イベントの写真 
・街の人々を撮影した写真 
・外食中の人物や食事内容を撮影した写真 
実際のサンプル写真の判別は 3 段階で行い，上記

の「不要写真」に該当するもの，上記の「不要写

真」に該当しないもの（「非不要写真」とよぶ），

不要写真か否か判断が難しいもの（「判断困難写

真」とよぶ），に分けた．なお今回の調査はまだ予

備段階のため，不要写真か否かの判断はすべて筆

者一人で行った．この結果，サンプル写真 13,534
枚のうち，不要写真が 1,234 枚（9.1%），非不要写

真が 12,091 枚（89.3%），判断困難写真が 209 枚

（1.5%）となった．なお，地域別に不要写真の割

合を見ると，横浜（17.9%），名古屋（17.7%）が高

く，広島（1.2%），福岡（2.9%）が低かった．これ

は，前者のような大都市圏では地元利用者の割合

が比較的高く，後者では圏外からの観光客の利用

が多数を占めていたためではないかと推察される． 
 

 

図２．不要写真の例（左上から，自宅で撮影した

家族写真，同ペット写真，私的な所有物，PC 画面，

コンビニ弁当，お土産．Flickr 上で公開されている

写真をもとに筆者作成．） 



 

 図３．非不要写真の例（Flickr 上で公開されてい

る写真をもとに筆者作成） 
   
４． 不要写真と非不要写真の属性値の比較 
 Flickr に記録されている写真のメタデータとし

て，タイトル，タグ，撮影時刻，撮影地点の緯度

経度，投稿者の ID や居住地などが挙げられる．ま

た，個々の写真画像ファイルに埋め込まれた Exif
（Exchangeable image file format）データから，フ

ァイルソース（デジカメ写真か否か），カメラのメ

ーカーやモデル，レンズ f 値，焦点距離，ISO 感

度，フラッシュ利用の有無，露出モード，露出プ

ログラム，ホワイトバランス，被写体距離，被写

体距離レンジといった属性データが得られる．た

だし，記録されている属性データは写真ごとに異

なるので，まずは各データがどれくらいの割合で

記録されているかを調査した（表１）． 
 

表１．各属性データの記録率 
 
属性値 不要写真 非不要写真

F
lickr

側
の
メ
タ
デ
ー
タ

タイトル 82.5% 93.3% 

タグ 59.7% 66.8% 

撮影時刻 100.0% 100.0% 

撮影地点の緯度経度 41.7% 67.8% 

投稿者の ID 100.0% 100.0% 

投稿者の居住地 61.6% 57.6% 

E
xif

デ
ー
タ 

ファイルソース 15.7% 46.3% 

カメラメーカー 47.4% 70.0% 

レンズ f 値 45.8% 67.4% 

焦点距離 46.4% 67.8% 

ISO 感度 46.5% 68.0% 

フラッシュ利用の有無 46.4% 67.4% 

露出モード 45.9% 67.3% 

露出プログラム 45.7% 57.7% 

ホワイトバランス 45.9% 66.7% 

被写体距離レンジ 2.7% 21.8% 

被写体距離 1.9% 1.7% 

 

 全体的な傾向として，不要写真の方が各属性デ

ータの記録率が劣っている．とりわけ不要写真は

「ファイルソース」と「被写体距離レンジ」の記

録率が著しく低い．言い返せば，これらの項目が

記録されていない写真を排除していけば，大多数

の不要写真を排除できる（と同時に，非不要写真

も多数誤排除してしまう）．また不要写真は「タイ

トル」や「撮影地点の緯度経度」の記録率が低い．

これは，私的な写真では利用者がわざわざ写真の

タイトルや位置情報を付加したがらない傾向にあ

るためではないかと推察される． 
 次に，Flickr 側に記録された写真のメタデータに

ついて分析を行った．まず，テキストタグの個数

について比較したところ，不要写真は 6 個のタグ

を持つものが特異的に多かった（図４）．そこで 6
個のタグを持つものについてその中身を調べると

「instagram」ないし「instagramapp」というタグが

付与されたものが 68.9%（289 件中 199 件）を占め

ていた．Instagram は撮影した写真を手軽に加工し

共有できるスマートフォン用アプリである．おそ

らくその利用者は私的な写真を共有する際にアプ

リを用いている傾向があるため，不要写真側にお

いて Instragram 由来のタグを持つものが多く生じ

たのではないかと考えられる． 
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図４．テキストタグの個数の比較 
 
 次に写真の撮影時刻について比較を行った（図

５）．この結果，18 時台から 24 時台の間で連続し

て不要写真の構成比が非不要写真のそれを上回り，

とくに 22 時台では大きな差が見られることがわ

かった．これは，夜間は屋外での写真撮影があま

り行われない一方で，自宅やホテルの部屋など私

的空間での撮影が増えるためだと推察される．な

お，既存研究において撮影時刻はデジタルカメラ

のタイムゾーン設定の誤り等が原因で不精確だと

指摘されてきたが[1,5]，割合は少ないように見え

たので，今回はこの問題は考慮しなかった．おそ

らく，多くの投稿者が日本国内もしくはアジア近



隣国在住であったため，タイムゾーン設定にさほ

どばらつきが少なかったためであろう． 
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図５．写真撮影時刻の比較 
 
 次に，居住地から撮影地点までの距離の分布を

調査した（図６）．対象となるのは撮影地点の緯度

経度と投稿者居住地名が記録され，なおかつ後者

が正しくジオコーディングできた写真のみである

（不要写真の 20.2%，非不要写真の 32.1%が該当）．

この結果，対象となった不要写真の半数近くが，

半径 10km 圏内の市町村に住む「地元住民」によ

り撮影されたものであることがわかった．これは，

地元においては日常の私的な写真を投稿する傾向

が高まるためではないかと推察される．また，200
～500km 圏についても不要写真の構成比が高かっ

たが，これは偶然，大阪にてテレビ画面を大量に

撮影し投稿していた東京在住の利用者がいたため

であった． 
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図６．撮影者居住地（の市町村中心地）から 
写真撮影地点までの距離の比較 

 
 つづいて，Exif 情報から得られる各属性データ

の値について度数や分布の比較を行った．しかし

ながら，その値については，不要写真と非不要写

真との間に差はあまり見いだせなかった．唯一，

明確な差が生じたのは，被写体距離である（図７）．

被写体距離が記録されている不要写真のうち，

0.5m 以内が実に 83%を占めた．これはおそらく，

机上やテレビ画面など，極めて近くを撮影したも

のが不要写真に多く含まれるためと考えられる．

とはいえ，被写体距離が記録されている不要写真

自体がきわめて少ないため（23 枚），結果の一般

化は注意を要する．  
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図７．被写体距離の比較 
 
 以上に加え，写真系列（同一の利用者が同じ日

に撮影し投稿した写真群）の観点から分析を行っ

た．観測された写真系列数は 1,253 であり，一系

列あたりの写真枚数は平均 10.8 枚であった．まず，

不要写真が何枚組の系列に登場しやすいのかを調

査したが，特徴的な傾向は見られなかった（図８）．

つづいて，20 枚以上の系列について，不要写真が

系列中のどのタイミングで発生するのか分析した

ところ，後半 5％で出現割合が急増することがわ

かった（図９）．これはおそらく，利用者が自宅や

ホテルに帰ってきてから，夕食やその日入手した

品物を撮影し投稿したケースが多々あったためだ

と推察される． 
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 図８．写真系列の枚数比較 
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図９．系列内での不要写真の出現位置 

 
５． フィルタ候補の用意 
 上記の比較結果をふまえ，不要写真を取り除く

ための以下の 8 種類のフィルタを提案する． 
 
①地元在住フィルタ 
半径 10km 圏内の市町村に居住する利用者による

投稿写真を排除する．撮影地点の緯度経度と投稿

者の居住地の両方が記録され，さらに後者のジオ

コーディングが成功していることが前提である． 
 
②系列末尾フィルタ 
同一利用者が同一の日に 20 枚以上の写真を投稿

している場合，その末尾 5％以内にあたる写真を

すべて排除する． 
 
③夜間撮影フィルタ 
22 時台から 24 時台に撮影された写真を排除する．

なお，17 時台から 21 時台に撮影された写真を排

除しないのは，この時間帯は非不要写真の構成比

もまだ高く，ここを排除すると夜景写真が抜け落

ちてしまうためである． 
 
④位置情報フィルタ 
写真撮影地点の緯度・経度データを持たない写真

をすべて排除する．なお，観光ポテンシャルマッ

プのデータ源として写真を利用するためには撮影

地点の緯度経度情報が必要なため，事実上このフ

ィルタは必須である． 
 
⑤タイトルフィルタ 
タイトルの記録がない写真をすべて排除する 
 
⑥ファイルソースフィルタ 
写真の Exif データに「ファイルソース」が記録さ

れていない写真をすべて排除する 
 
⑦被写体距離レンジフィルタ 
写真の Exif データに「被写体距離レンジ」が記録

されていない写真を排除する 
 
 
 

⑧Instagram フィルタ 
Instagram または Instagramapp というタグを有する

写真をすべて排除する 
 
なお，被写体までの距離が小さい写真（たとえば

0.5m 未満）を排除する「被写体距離フィルタ」に

ついても当初は有効かと考えていたが，被写体距

離データを有する写真が 2%未満しかないことが

わかったため，候補には取り上げなかった． 
 
６． フィルタの評価 
 まず，提案した 8 種類のフィルタを個別に評価

した．評価の項目は不要写真除去率（何%の不要

写真が除去できるか）と非不要写真残存率（何%
の非不要写真が除去されずに残るか）である．と

もに 100%に近い方が優れたフィルタとなる．結果

は表２のようになり，不要写真除去率が高いもの

は非不要写真残存率が低く，逆に非不要写真残存

率が高いものは不要写真除去率が低い，というト

レードオフの傾向が見られた． 
 

表２．8 種類の個別フィルタの効果比較 
 

 不要写真 

除去率 

非不要写

真残存率

地元在住フィルタ 9.6% 93.0% 

系列末尾フィルタ 5.2% 96.3% 

夜間撮影フィルタ 18.9% 94.9% 

位置情報フィルタ 58.3% 67.8% 

タイトルフィルタ 17.5% 93.3% 

ファイルソースフィルタ 84.3% 46.3% 

被写体距離レンジフィルタ 97.3% 21.8% 

Instagram フィルタ 26.5% 84.3% 

 
 次に，交互作用の可能性を考慮し，これらのフ

ィルタを組み合わせた 28‐1 = 255 通りについて，

同様の評価を行った（図９）．この結果から，不要

写真除去率と非不要写真残存率は再びトレードオ

フの関係にあり，どの組み合わせが際だって優れ

ているとは言えないことがわかった．したがって，

運用上は，たとえば許容可能な非不要写真残存率

を先に決め，そのもとで不要写真除去率を最大に

するフィルタの組み合わせを選ぶということが考

えられる．たとえば，非不要写真がもとの 4 割程

度にまで減少しても良いのであれば，図１０から

不要写真を 97.2%まで除去できることがわかる．

なお，これを達成できるフィルタの組み合わせは

「地元在住フィルタ，位置情報フィルタ，タイト

ルフィルタ，ファイルソースフィルタ」である． 
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図１０．8 種類のフィルタを組み合わせた 
255 パターンの効果比較 

 
７． まとめと今後の課題 
 本論文では，写真共有サイト Flickr に投稿され

た写真群から，旅行先について情報を得る上で無

関係な写真を除去する手法について検討した．こ

の手法をFlickrの膨大な写真群に適用することで，

それを元に作成される観光ポテンシャルマップの

信頼性向上が期待できる．また，それ以外にも，

たとえば人々の旅行軌跡の推定の際にも応用する

ことができる．写真共有サイトのジオタグ付き写

真を利用した旅行軌跡推定手法は，旅程推薦など

を目的に情報工学分野で研究されてきたが[5-7]，
推定に用いられる写真系列が「旅行中に撮影され

たものか否か」という判断は人手に委ねられてき

た．そこでもし本研究のような手法によって非旅

行中の写真を自動排除することが可能になれば，

写真共有サイトのデータを利用して，世界各地の

旅行軌跡データを無数に，かつコストをかけずに

大量抽出することが可能になり，旅程推薦あるい

は観光地の解析に役立てられるようになるだろう． 
 他方で，本研究の試みはまだ第一歩であり，改

善すべき点は多々あることに注意されたい．まず，

サンプル写真を増加・多様化させるとともに，個々

の写真が「不要写真か否か」を評定する作業を複

数人で行い，学習用データの改善につとめるべき

であろう．また，本論文では複数のフィルタを一

括適用することしか考えなかったが，場合分けを

しながら段階的に適用することも考えられる．こ

のようなフローチャートを機械学習によって構築

し，効率の良いフィルタリングを実現していくこ

とは今後の課題の一つである．さらに，現時点で

はタイトルやタグの中身にまでは踏み込んでいな

いが，当然，その内容が旅行写真か否かを見極め

る手がかりとなるかも知れないので，その利用に

ついて今後考えていきたい． 
 なお，本論文で提案した「ファイルソースフィ

ルタ」と「被写体距離レンジフィルタ」であるが，

我々の用意したサンプルデータに対しては効率的

な不要写真の排除が実現できているが，その論理

的裏付けはいまだ不明のままである．これについ

ても今後，考察を深めていきたい． 
 
謝辞 
 本研究には科学的研究費補助金（課題番号：

23701030 研究課題名：旅行者の写真撮影位置情報

を利用した観光ポテンシャルマップの構築と観光

案内への応用）を利用した． 
 
参考文献 
[1] Giradin, F., Dal Fiore, F., Blat, J., and Ratti, C.: 
Understanding of Tourist Dynamics from Explicitly 
Disclosed Location Information. 4th International 
Symposium on LBS and Telecartography (2007). 
[2] Kurata, Y.: Potential-of-Interest Maps for Mobile 
Tourist Information Services. ENTER 2012, pp. 
239-248 (2012). 
[3] 長尾 光悦：CGM をベースとした観光情報提

供方法に関する考察. 観光情報学会第 9 回全国大

会発表概要集, 26-27 (2012). 
[4] Crandall, D., Backstorm, L., Huttenlocher, H., and 
Kleinberg, J.: Mapping the World’s Photos. 
International World Wide Web Conference, pp. 
761-770 (2009). 
[5] Kislevich, S. and Keim, D.: A Novel Approach To 
Mining Traveling Sequences Using Collections of 
Geotagged Photos. Geospatial Thinking, pp. 163-182 
(2010). 
[6] 奥山幸也・柳井啓司：写真撮影の位置軌跡を利

用した旅行支援システム . DEIM Forum, F7-6 
(2011). 
[7] Yin, H., Wang, C., Yu, N., and Zhang, L.: Trip 
Mining and Recommendation from Geo-tagged Photos. 
IEEE International Conference on Multimedia and 
Expo Workshops, pp. 540-545 (2012). 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


